
地地
球球
温温
暖暖
化化
はは
、、
海海
面面
水水
位位
のの
上上
昇昇
やや
生生
態態
系系

のの
破破
壊壊
、、
災災
害害
のの
大大
規規
模模
化化
、、
食食
物物
生生
産産
量量
のの
減減

少少
なな
どど
、、
私私
たた
ちち
のの
生生
活活
にに
大大
きき
なな
影影
響響
をを
与与
ええ

てて
いい
まま
すす
。。

しし
かか
しし
ここ
のの
問問
題題
はは
、、
人人
類類
がが
利利
便便
性性
やや
快快
適適

性性
をを
求求
めめ
過過
ぎぎ
たた
たた
めめ
にに
発発
生生
しし
たた
もも
のの
でで
、、
そそ

のの
解解
決決
にに
はは
、、
私私
たた
ちち
一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
ララ
イイ
フフ
スス

タタ
イイ
ルル
をを
変変
ええ
てて
いい
くく
必必
要要
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

６６
月月
はは
「「
環環
境境
月月
間間
」」
でで
すす
。。
ぜぜ
ひひ
ここ
のの
機機
会会

にに
、、
子子
どど
もも
たた
ちち
のの
未未
来来
のの
たた
めめ
にに
もも
環環
境境
にに
配配

慮慮
しし
たた
生生
活活
をを
始始
めめ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。

※※
６６
面面
にに
つつ
づづ
くく
。。

市
で
は
、
家
庭
で
で
き
る

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て「
環

境
家
計
簿
」
を
使
っ
た
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

環
境
家
計
簿
は
、
電
気
・

ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
使
用
量

を
毎
月
記
録
し
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
二

酸
化
炭
素
が
ど
れ
だ
け
排
出

さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
も

の
で
す
。
使
用
量
が
削
減
で

き
れ
ば
、
光
熱
費
の
節
約
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
、
１
６
１

５
世
帯
が
参
加
し
、
前
年
度

と
比
べ
て
、
電
気
は
５
・
４

％
、
ガ
ス
は
２
・
３
％
の
使

用
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

地
球
に
も
家
計
に
も
や
さ

し
い
暮
ら
し
の
き
っ
か
け
に
、

家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。

◇
取
組
み
期
間

７
月
〜

１２
月
の
６
か
月
間

◇
申
込
方
法

住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
６
月
１
日

�
か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

【
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
】

◇
と
き

６
月
２６
日
�
午

後
２
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
１８
階
大
会
議
室

【
Ｗ
ｅ
ｂ
版
環
境
家
計
簿

も
始
め
ま
し
た
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も

手
軽
に
「
環
境
家
計
簿
」
に

取
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
版
な
ら
、
参
加
者

内
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
や
自
分

の
削
減
量
の
グ
ラ
フ
も
表
示

さ
れ
、
削
減
量
が
簡
単
に
わ

か
り
ま
す
。
企
業
・
団
体
用

も
あ
る
の
で
、
職
場
や
団
体

で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｗ
ｅ

ｂ
版
環
境
家
計
簿
の
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

環
境
企
画
課
内
東
大
阪
地
球

温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

０
６（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
８
、
Ｅ
メ
ー
ルk

a
n
k

y
o
k
ik
a
k
u
@
city
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
テ
ス
ト
を
実
施

市
役
所
本
庁
舎
駐
輪
場

市
で
は
、
蛍
光
管
型
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
長
寿
命

で
消
費
電
力
が
低
く
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
も
削
減
で
き
、

紫
外
線
が
な
い
の
で
虫
が
寄

り
つ
き
に
く
い
と
い
っ
た
特

性
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、従

来
の
蛍
光
灯
と
比
べ
て
明
る

さ
や
光
の
広
が
り
が
違
っ
て

感
じ
ら
れ
る
な
ど
、
照
明
効

果
が
異
な
り
ま
す
。

実
際
に
見
て
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、市
役
所
本
庁
舎
駐

輪
場
の
一
部
で
、市
内
事
業
者

が
取
り
扱
う
蛍
光
管
型
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

点
灯
時
間
は
日
没
後
か
ら
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
か
ら
実
施
し
ま
す

ク
ー
ル
ビ
ズ

市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
、
オ
フ
ィ
ス

の
冷
房
温
度
２８
度
を
目
標
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

６
月
か
ら
９
月
ま
で
は
職
員

に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
軽
装（
ク

ー
ル
ビ
ズ
）
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

環
境
企
画

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

２年金から住民税の引き落としを開始しています

３国民健康保険料の減免を６月中旬から受付

４・５保健所・センターだより

６・７６月は環境月間です

■人 口：504，512人
■世帯数：219，294世帯（平成22年5月1日現在）

もくじ
■発行日：平成22年（2010年）6月1日

毎月2回発行（1日・15日）

６月１日号

地地
球球
にに
やや
ささ
しし
いい
暮暮
らら
しし
をを

No.９５２

環
境
家
計
簿

■発行：東大阪市経営企画部広報広聴室広報課 〒577―8521東大阪市荒本北1丁目1番1号
■電話：06（4309）3000 ■ＦＡＸ：06（4309）3821 ■ホームページ http://www.city.higashiosaka.osaka.jp/

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

車上ねらい対策～駐車するときは、見通しの良い場所や深夜でも明るい駐車場を選びましょう ―東大阪市治安対策本部―
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【
任
期
付
職
員（
生
活
保
護

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）】

福
祉
事
務
所
で
生
活
保
護

法
な
ど
に
基
づ
く
ケ
ー
ス
ワ

ー
ク
業
務
に
従
事
す
る
任
期

付
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
受
験
資
格

昭
和
２５
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

社
会
福
祉
主
事
の
任
用
資
格

を
取
得
し
て
い
る
方

※
社
会
福
祉
主
事
の
任
用

資
格
を
取
得
す
る
に
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

▽
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
科
目

の
う
ち
、
大
学
な
ど
で
３
科

目
以
上
履
修
し
、
卒
業
す
る

こ
と

▽
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
養
成
機
関
ま
た
は

講
習
会
の
課
程
を
修
了
す
る

こ
と

▽
社
会
福
祉
士
ま
た

は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格

を
取
得
す
る
こ
と

◇
採
用
予
定
人
数

４７
人

程
度◇

任
用
期
間

９
月
１
日

〜
平
成
２５
年
３
月
３１
日

※
平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま

で
任
期
を
更
新
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◇
試
験
日
・
試
験
科
目

▽
第
１
次
�
６
月
２７
日
�
・

専
門
試
験
、
小
論
文

▽
第

２
次
�
７
月
３１
日
�
・
口
述

試
験◇

合
格
発
表
（
予
定
）

▽
第
１
次
�
７
月
１６
日
�

▽
第
２
次
�
８
月
１２
日
�

◇
受
付
期
間

６
月
１
日

�
〜
９
日
�

【
消
防
吏
員
】

消
防
吏
員
の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
採

用
は
１０
月
を
予
定
し
、
受
験

資
格
は
表
の
と
お
り
で
す
。

◇
試
験
日

▽
第
１
次
�

６
月
２７
日
�

▽
第
２
次
�

７
月
１７
日
�
お
よ
び
２１
日
�

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

▽
第
１
次
�
７
月
９
日
�

▽
第
２
次
�
８
月
６
日
�

◇
受
付
期
間

６
月
１０
日

�
〜
１７
日
�

◇

◇

※
日
本
国
籍
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
受
験
で
き
ま
す
。

第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験

合
格
者
の
み
実
施
。
申
込
時

の
請
求
に
基
づ
い
て
、
不
合

格
者
の
み
試
験
成
績
を
開
示

し
ま
す
。

※
申
込
書
は
人
事
課
、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、消
防
吏
員
は

消
防
局
人
事
教
養
課
で
も
交

付
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人
事
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
１
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
９

年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
落
と
し
（
特
別
徴

収
制
度
）
を
昨
年
１０
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
高

齢
者
の
納
税
の
便
宜
を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
村

の
事
務
の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
新
た
な
税
負
担
が
生

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

６５
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

の
年
金
受
給
者
で
住
民
税
の
納

税
義
務
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
落

と
し
（
特
別
徴
収
制
度
）
を
昨

年
１０
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
金
を
支
給

す
る
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年

金
保
険
者
が
、
年
金
を
支
給
す

る
前
に
住
民
税
を
引
き
落
と
し
、

市
町
村
へ
直
接
納
入
す
る
も
の

で
、
年
金
受
給
者
の
納
税
の
手

間
が
省
か
れ
る
と
と
も
に
、
市

町
村
の
事
務
の
効
率
化
を
図
る

も
の
で
す
。

新
た
な
税
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん

特
別
徴
収
制
度
の
導
入
は
、

納
税
方
法
を
変
更
す
る
だ
け
の

も
の
で
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て

新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
は
６５
歳
以
上
で
年
金

所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
納
税

義
務
者
】

対
象
は
６５
歳
以
上（
４
月
１
日

現
在
）の
年
金
受
給
者
で
、前
年

中
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民

税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▽
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
市
府
民
税
額
が
老
齢
基
礎
年

金
等
の
額
を
超
え
る
方
な
ど

【
引
き
落
と
し
対
象
年
金
】

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和

６０
年
以
前
の
制
度
に
よ
る
老
齢

年
金
、
退
職
年
金
な
ど
が
引
き

落
と
し
の
対
象
年
金
で
す
。

障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金

な
ど
、
非
課
税
所
得
に
該
当
す

る
年
金
か
ら
住
民
税
を
引
き
落

と
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
引
き
落
と
し
住
民
税
額
】

年
金
所
得
の
金
額
か
ら
計
算

し
た
住
民
税
額
の
み
を
引
き
落

と
し
ま
す
。

給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど

の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民
税

額
は
年
金
か
ら
引
き
落
と
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

ど
お
り
給
与
か
ら
の
引
き
落
と

し
ま
た
は
納
付
書
、
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
引
き
落
と
し
方
に
つ
い
て
】

特
別
徴
収
の
開
始
初
年
度
の

方
は
、
１０
月
か
ら
本
徴
収
に
よ

り
特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。

引
き
落
と
し
が
１０
月
支
給
分
の

年
金
か
ら
と
な
る
た
め
、
６
月

と
８
月
の
住
民
税
額
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

次
年
度
以
降
は
、
前
年
度
２

月
の
引
き
落
と
し
額
と
同
額
を

４
・
６
・
８
月
に
仮
徴
収
し
ま

す
。
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た

残
り
の
税
額
を
１０
・
１２
・
翌
２

月
に
分
け
て
本
徴
収
し
ま
す
。

【
引
き
落
と
し
が
中
止
に
な

る
場
合
】

引
き
落
と
し
開
始
後
、
市
外

へ
の
転
出
や
税
額
の
変
更
、
年

金
の
支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
は
、
引
き
落
と
し
が
中

止
と
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
は
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
６５
歳
未
満
で
給
与
所
得
と

年
金
所
得
が
あ
る
方
】

年
金
特
別
徴
収
制
度
の
開
始

に
伴
い
、
６５
歳
未
満
の
方
の
年

金
所
得
に
か
か
る
住
民
税
は
普

通
徴
収
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
２２
年
度
か
ら
の
制
度
改
正

に
よ
り
、
給
与
所
得
に
か
か
る

住
民
税
と
あ
わ
せ
て
給
与
か
ら

の
特
別
徴
収
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

住
民
税
か
ら
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

平
成
１１
年
か
ら
平
成
１８
年
ま

で
と
平
成
２１
年
か
ら
平
成
２５
年

ま
で
に
居
住
を
開
始
し
た
住
宅

で
、
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
が
引
き
き
れ
な
か
っ
た
場

合
、
住
民
税
か
ら
も
控
除
が
で

き
ま
す
。
勤
務
先
か
ら
の
給
与

支
払
報
告
書
（
年
末
調
整
済
み

の
も
の
）
の
提
出
や
税
務
署
で

の
確
定
申
告
に
よ
り
自
動
的
に

住
民
税
へ
の
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
告
は
原
則
不
要

で
す
。◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

これまでの納め方
納付書で納める
（普通徴収）

１月

１万５千円

１／４
年税額の１／４ずつ納付書または口座振替で納め

ていただいていました。

１０月

１万５千円

１／４

８月

１万５千円

１／４

６月

１万５千円

１／４

月
税額
算出方法

新たに特別徴収になる場合の納め方
年金から引き落とし
（特別徴収）

２月

１万円
１／６

６月・８月は年税額の１／４ずつをこれまでどおり納付書

または口座振替で納めていただきます。１０月・１２月・２月は

年税額の１／６ずつを引き落とします。

１２月

１万円

１／６

１０月

１万円

１／６

納付書で納める
（普通徴収）

８月

１万５千円

１／４

６月

１万５千円

１／４

月
税額
算出方法

特別徴収を開始した次年度以降の納め方
年金から引き落とし
（特別徴収）

２月

１万円

年税額の残りの１／３ずつ

４月・６月・８月は、前年度の２月の税額と同額を引き落とし

ます。１０月・１２月・２月は、年税額から４月・６月・８月の税

額を差し引いた残りの税額を引き落とします。

１２月

１万円

１０月

１万円

８月

１万円
前年度の２月と同じ額

６月

１万円
４月

１万円
月
税額
算出方法

採用予
定人数

１０人
程度

９人
程度

年 齢

昭和５５年４月２日～昭和６３年４月１
日生まれの方

昭和６３年４月２日～平成４年４月１
日生まれの方
※ただし、救急救命士の国家資格を
取得または救急救命士養成所をすで
に卒業している方は、昭和６１年４月
２日～平成４年４月１日生まれの方

区 分

上級（大学卒
業程度の学力
を有する方）

初級（高等学
校卒業程度の
学力を有する
方）

年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金かかかかかかかかかかららららららららららのののののののののの住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税のののののののののの引引引引引引引引引引きききききききききき落落落落落落落落落落ととととととととととしししししししししし
（（（（（（（（（（特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴収収収収収収収収収収制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度））））））））））をををををををををを開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすす

６５
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
住
民
税
を
納
税
す
る
義
務
の
あ
る
方
が
対
象

（例）住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

任
期
付
職
員
・
消
防
吏
員

（２）平成２２年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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次
の
条
件
に
当
て
は
ま
り
、

世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
基
準

額
（
表
）
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。決
定
通
知
書
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
理
由

に
よ
り
、
添
付
書
類
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
減
免
条
件

▽
１８
歳
以
上

の
被
保
険
者
全
員
（
擬
制
世
帯

主
を
含
む
）
が
税
務
署
か
市
民

税
課
か
国
民
健
康
保
険
料
課
に

所
得
申
告
し
て
い
る

▽
国
民

健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い（
徴

収
猶
予
の
承
認
を
受
け
、
誓
約

・
納
付
履
行
中
の
世
帯
は
除
く
）

※
不
況
な
ど
に
よ
る
所
得
減

少
は
減
免
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
減
免
の
範
囲

▽
風
水
害

・
火
災
・
地
震
・
落
雷
・
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

▽
事
業
の
休
廃
業
・
失
業
な
ど

に
よ
り
、
加
入
世
帯
の
所
得
が

前
年
中
の
所
得
よ
り
４
割
以
上

減
少
し
た
と
き

▽
世
帯
に
原

子
爆
弾
被
爆
者
が
い
る
と
き

▽
世
帯
に
障
害
者
（
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳

Ａ
・
Ｂ
１
、精
神
障
害
者
１
級
）

が
い
る
と
き

▽
母
子
・
父
子

世
帯
で
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
と
き
（
た
だ

し
１８
歳
以
上
の
被
保
険
者
が
い

な
い
こ
と
）

▽
昭
和
２１
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
み
の
世

帯
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
所
得

に
よ
り
、
ほ
か
の
者
を
扶
養
し

て
い
る
と
き

【
失
業
者
特
別
減
免
】

平
成
２１
年
１
月
１
日
以
降
に

主
た
る
所
得
者
が
、
リ
ス
ト
ラ

や
倒
産
、
廃
業
で
現
在
も
失
業

中
の
方
で
次
の
条
件
に
す
べ
て

該
当
す
る
方
も
申
請
に
よ
り
減

免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▽
主
た
る
所
得
者
に

就
労
を
伴
わ
な
い
所
得
（
年
金

・
不
動
産
・
利
子
な
ど
）
が
な

い

▽
主
た
る
所
得
者
以
外
の

被
保
険
者
所
得
が
３８
万
円
以
下

で
あ
る

◇
添
付
書
類

▽
離
職
者
�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
証
明
書

▽
事
業
の
倒
産
・
廃
業
�
倒
産

手
続
き
の
申
請
書
類
な
ど
、
廃

業
届

【
非
自
発
的
失
業
者
は
届
出

を
】非

自
発
的
失
業
軽
減
の
届
出

は
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
お
よ
び
特
定
理
由
離
職
者

が
対
象
で
、
軽
減
期
間
は
離
職

日
の
翌
日
か
ら
離
職
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
適
用

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
料
の

算
定
に
は
非
自
発
的
失
業
者
の

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
３０
と

し
て
算
定
し
ま
す
の
で
、
必
ず

届
出
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
平
成

２１
年
中
の
総
所
得
金
額
な
ど
の

合
計
が
次
の
場
合
、
保
険
料
の

均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
軽
減

し
ま
す
。
な
お
、
昭
和
２０
年
１

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
年
金
な

ど
の
受
給
者
は
、
最
大
１５
万
円

控
除
し
た
後
の
金
額
で
判
定
し

ま
す
。

◇
対
象
・
軽
減
率

▽
総
所

得
金
額
な
ど
の
合
計
が
３３
万
円

以
下
の
場
合
�
７
割
軽
減

▽

２
人
以
上
の
世
帯
で
、
総
所
得

金
額
な
ど
の
合
計
が
３３
万
円
を

超
え
、
３３
万
円
＋
〔
２４
万
５
０

０
０
円
×
（
被
保
険
者
数
ー

１
）〕以
下
の
場
合
�
５
割
軽
減

▽
総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
が

３３
万
円
を
超
え
、３３
万
円
＋（
３５

万
円
×
被
保
険
者
数
）
以
下
の

場
合
�
２
割
軽
減

【
所
得
の
申
告
を
】

「
２
割
、
５
割
、
７
割
」
軽

減
に
つ
い
て
の
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
軽
減
の
判
定
に

は
、
収
入
が
な
く
て
も
確
定
申

告
・
市
民
税
申
告
・
国
民
健
康

保
険
所
得
申
告
な
ど
が
必
要
で

す
。
ま
だ
所
得
申
告
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
主
は
、
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
緩
和
し
ま
す

同
じ
世
帯
の
方
が
国
民
健
康

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
国
民

健
康
保
険
の
単
身
世
帯
と
な
っ

た
場
合
、
５
年
間
は
保
険
料
の

平
等
割
額
を
半
額
に
し
ま
す
。

ま
た
、
被
用
者
保
険
（
社
会

保
険
な
ど
）
の
被
保
険
者
本
人

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
す
る
こ
と
で
、
被
扶
養
者
で

新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
方
が
６５
歳
以
上
の
場
合
、

当
分
の
間
は
申
請
に
よ
り
所
得

割
を
全
額
免
除
し
、
軽
減
に
該

当
す
る
場
合
を
除
き
均
等
割
額

を
半
額
に
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

旧
被
扶
養
者
の
み
の
世
帯
は
平

等
割
額
も
半
額
に
し
ま
す
。

めめ
いい
わわ
くく
駐駐
車車
はは
交交
通通
のの
妨妨
げげ
にに
なな

るる
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
交交
通通
渋渋
滞滞
やや
事事
故故
のの

原原
因因
とと
もも
なな
りり
まま
すす
。。
６６
月月
はは
「「
めめ
いい

わわ
くく
駐駐
車車
追追
放放
府府
民民
運運
動動
月月
間間
」」でで
すす
。。

ぜぜ
ひひ
ここ
のの
機機
会会
にに
、、
めめ
いい
わわ
くく
駐駐
車車
にに

つつ
いい
てて
考考
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

交
通
事
故
の
原
因
に

昨
年
、
府
内
で
駐
車
車
両
に

関
係
し
た
交
通
事
故
は
、
前
年

よ
り
９３
件
減
少
し
て
４
０
６
件

で
、
負
傷
者
も
死
者
も
減
少
し

て
い
ま
す
。ま
た
、府
内
の
瞬
間

路
上
駐
車
台
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
前
年
の
調
査
結
果

と
比
較
す
る
と
５
万
８
３
４
２

台
か
ら
約
２
割
減
少
し
、
４
万

６
４
３
９
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

駐
車
車
両
に
関
係
し
た
交
通

事
故
や
瞬
間
路
上
駐
車
台
数
の

発
生
件
数
は
い
ず
れ
も
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
交

通
渋
滞
や
緊
急
車
両
の
妨
げ
、

歩
行
者
な
ど
へ
の
通
行
妨
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
近
鉄
布
施
駅
周
辺

の
道
路
を
「
違
法
駐
車
等
防
止

重
点
路
線
」と
定
め
、日
常
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

違
法
駐
車
車
両
に
は
駐
車
防
止

チ
ラ
シ
を
取
り
付
け
た
り
、
警

察
署
に
取
締
ま
り
を
要
請
し
た

り
す
る
な
ど
、
指
導
も
し
て
い

ま
す
。取

締
ま
り
を
強
化

平
成
１８
年
６
月
の
道
路
交
通

法
一
部
改
正
に
よ
り
、
放
置
車

両
と
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
時

間
に
か
か
わ
ら
ず
駐
車
違
反
と

な
り
ま
す
。

運
転
者
が
反
則
金
を
納
付
し

な
い
場
合
は
、
そ
の
車
両
の
所

有
者
に
対
し
、
反
則
金
と
同
額

の
放
置
違
反
金
の
納
付
が
命
じ

ら
れ
、
さ
ら
に
放
置
違
反
金
の

納
付
命
令
を
繰
り
返
し
受
け
る

と
、
車
両
の
使
用
が
制
限
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
違
反
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
預
金
口
座
の
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
や
車

検
の
際
に
車
検
証
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇

◇

市
民
の
み
な
さ
ん
は
交
通
ル

ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、
駐
車

場
を
利
用
す
る
な
ど
、
め
い
わ

く
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

交
通
対
策
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２
２
３
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
６

口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
方

に
は
、
第
１
期
分
か
ら
第
１０
期

分
（
途
中
か
ら
口
座
振
替
に
し

た
方
は
振
替
開
始
期
分
か
ら
第

１０
期
分
）
ま
で
を
連
続
し
て
納

め
る
と
、
来
年
５
月
に
口
座
振

替
で
納
め
た
保
険
料
の
１
％
を

奨
励
金
と
し
て
お
返
し
し
ま
す
。

申
込
み
は
、
保
険
料
決
定
通

知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
印

を
持
っ
て
、
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
医
療
保
険
室

保
険
料
課
、行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

に
つ
い
て
】

国
民
健
康
保
険
料
を
第
１
期

分
の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を

一
括
し
て
納
付
さ
れ
た
場
合
に

交
付
す
る
「
前
納
報
奨
金
」
の

制
度
を
平
成
２２
年
度
か
ら
廃
止

し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
納
付

意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
平

成
３
年
に
創
設
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
間
の
経
済
発
展
や

口
座
振
替
制
度
の
普
及
に
よ
っ

て
自
主
納
付
の
意
識
が
定
着
し

た
こ
と
や
前
納
報
奨
金
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
後
期
高
齢
者

医
療
の
方
と
特
別
徴
収
の
方
に

不
公
平
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
、
平
成
２１
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。ご

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

今
後
も
納
期
内
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

（表）平成２２年度所得基準

ひとり
親家庭

１８４万円

２１７万円

※１人増えるごとに３３万円を加算

障害者

１８１万円

２１４万円

２４７万円

高齢者

１２５万円

１５８万円

１９１万円

世帯
人数

１人

２人

３人

平成２２年度国民健康保険料

減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付はははははははははははははははははははははは６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららら

保
険
料
の
１
％
を
返
金
し
ま
す

口
座
振
替
奨
励
金
制
度

そ
の
駐
車
あ
な
た
は
よ
く
て
も

み
ん
な
が
困
る

６
月
は�
め
い
わ
く
駐
車
追
放
府
民
運
動
月
間
�で
す

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年６月１日（３）
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地元野菜を食べる�

地元の野菜を使ったヘルスメイト

おすすめの料理を紹介しています。

市内では、６月から１０月にかけて、

さやいんげんが収穫されます。さや

いんげんは緑色が濃く、細めで豆の

形がはっきりでていない先がとがっ

ているものを選びましょう。

地元で採れた新鮮野菜は、農協の

直売所などで購入できます。

【いんげんバーグ�１人分の栄養価：
エネルギー２０９kcal、塩分１．３ｇ ※玉

ねぎドレッシングを除く�】
�さやいんげんは、小口切りにし、

にんじんは粗みじん切りにする。

�木綿豆腐は水気をしっかり切る。
�ボウルに鶏ひき肉を入れ、�、
�、パン粉、卵、塩、こしょうを混

ぜ合わせ８等分にする。

�フライパンに油を熱し、�を入
れ両面に焼き色をつけ、ふたをして

中火で約１０分蒸し焼きにする。

�玉ねぎドレッシングをつくる。
新玉ねぎを薄切りにして１０分おき、

酢、サラダ油、酒、みりん、しょうゆ、

砂糖、塩に漬け、冷蔵庫でねかせる。

��を器に盛り、�を添える。
材料（４人分） さやいんげん６０

ｇ、にんじん４０ｇ、木綿豆腐１５０ｇ、鶏

ひき肉３００ｇ、パン粉１／２カップ、卵

１個、塩小さじ２／３、こしょう少々、

玉ねぎドレッシング（新玉ねぎ１個、

酢大さじ３、サラダ油大さじ３、酒大

さじ３、みりん大さじ３、しょうゆ大

さじ３、砂糖小さじ２、塩小さじ１／３）

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

肺がん・結核エックス線検診

�時６月１８日�午後１時３０分、午後２
時 �所東診療所 �内�対�肺がん検診�
市内在住の４０歳以上の方�結核検診�
市内在住の６５歳以上の方 �定３０人（申
込先着順）

�申�問東保健センター

家庭犬のしつけ方教室

飼い主の義務や犬の習性などの講義

と犬の誘導方法や問題行動の矯正など

の実習を行います。 �時６月１５日～７
月１３日の毎週火曜日（計５日間） ※

初日は午後１時１５分～４時に文化会館

で、２日目以降は個別に通知します。

�対�全日程参加できる�飼い犬登録お
よび狂犬病予防注射をしている�人お
よび犬に対して攻撃性がない�混合ワ
クチンを受けている�健康である�雌
犬の場合発情中でない �定１８人（抽選）
※結果は６月１１日�までに通知。 �申
ハガキに住所、氏名、電話番号、飼い

犬登録番号、不妊手術の有無、しつけ

で困っていることや学びたいことを書

いて、６月７日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７８・０９２１水走３―１２―３２ 動物指

導センター ０７２（９６３）６２１１、�０７２
（９６３）１６４４

プレパパ・プレママの会

�時６月１７日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内お風呂の入れ方、交流会など
�所�申�問西保健センター

お昼ごはんのつどい
バランスよく食べて、楽しく動いて�

�時６月９日�午前１０時１５分～午後２
時 �対市内在住の６５歳以上の方 �定２０
人（申込先着順） �内調理実習と試食、健
康学習、体操実習など �料５００円 ※別

途保険料が必要。 �持エプロン、三角巾、
手ふき、筆記用具、動きやすい服装・靴

�所�申�問東保健センター

快適な環境づくりを
６月はゴキブリ駆除強調月間です

ゴキブリは感染症や食中毒の病原体

を運ぶ害虫です。日ごろから次のことを

心がけ、快適な環境をつくりましょう。

�食品を保存するときは容器に入れ、き
っちりふたをする �残飯やごみ類は
えさになるので、ふた付きのごみ箱に入

れる �台所はいつも清潔にする �
砂粒のような黒い排せつ物は取り除く

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

ところ
行 事 東保健センター 中保健センター 西保健センター

専門相談

	


�

クラミジア・梅毒・

エイズ検査など

（一部有料）

�

�

Ｃ型肝炎抗体検査（一部

有料）

風しん抗体検査（有料）

３日�、１７日�
９・３０～１１・００

９日�、２３日�
９・３０～１１・００

１４日�、２８日�
９・３０～１１・００

こころの健康相談（予約

制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む�

２日�、３日�、８日�、
１４日�、１７日�、２８日�

１４・００～１６・００

２２日�
１０・００～１２・００

８日�、９日�、１５日
�、１７日�、２２日�、
２３日�

１４・００～１６・００

１日�、８日�、１５日�、
２２日�

１４・００～１６・００

２日�、１６日�
１０・００～１２・００

結核相談
３日�、１７日�

１４・００～１５・００

７日�、２１日�
１４・００～１５・００

骨密度測定（予約制で、

対象は２０歳以上の方）

１０日�
９・３０～１０・００

３日�
９・１０～１０・３０

２３日�
９・２０～１０・００

電話健康相談 月～金曜日 ９・００～１２・００、１２・４５～１７・３０

４か月児健康診査

�平成２２年２月生まれ�
※個別に通知しています。

８日�、２２日�
１３・１０～１４・００

１日�、８日�、２２日�
９・１０開始

１５日�（北部）
９・３０開始

９日�、１６日�、２３日
�

１３・００～１４・１０

１歳６か月児健康診査

�平成２０年１１月生まれ�
（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

１６日�、２３日�
１３・４０～１４・３０

１１日�、２５日�
１３・００開始

９日�（北部・１０月生ま
れを含む）１３・３０開始

１日�、１５日�
１３・１５～１４・１５

３歳６か月児健康診査

�平成１８年１２月生まれ�
※個別に通知しています。

１１日�、２５日�
１３・３０～１４・２０

２日�、１８日�
１３・００開始

（北部は来月）

８日�、２２日�
１３・１５～１４・１５

離乳食講習会 １６日� １３・３０開始 １１日� １３・００開始

乳幼児健康相談（３歳未満） ７日�１０・００～１１・００ １７日�９・３０～１０・３０ ４日�９・３０～１０・３０

ＢＣＧ接種

�３か月～６か月未満児�
８日�、２２日�

１４・００～１４・３０

１日�、８日�、２２日
�、１５日�（北部）

９・３０～１０・００

９日�、１６日�、２３日
�

１３・３０～１４・００

�太字は有料です（検査内容によって金額が異なりますので、くわしくはお問合せください）。
�飼えなくなった犬・猫の引取りは、動物指導センター（０７２・９６３・６２１１）まで。�一般健康相談は
廃止しました。就職などのための健康診断は医療機関のご利用を。�２４か月児むし歯予測検査は昨
年４月から廃止になりました。�（北部）は、盾津鴻池公民分館分室です。

受付場所

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６
（
６
７
８
８
）
４
４
８
３

�
０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

料 金

２，３２０円

各４３２円

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

受付日・時間

９・３０

〜

１１・００

８日�
２２日�

１４日�

検査の種類

検便
（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌Ｏ１５７）

寄生虫卵検査
（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法にもとづく
飲用水水質検査

�
�
予約制 ０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４
�
�

（４）平成２２年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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脳トレーニング体験講座

認知症の予防のために脳トレーニン

グ方法を学びませんか。 �時６月１２日
�午後２時～４時（受付は１５分前から）
�所やまなみプラザ（四条） �定５０人（申
込先着順） �持筆記用具
�申�問東保健センター

愛 の 献 血

400mL 献血にご協力ください。

�時�所�６月８日��市役所本庁舎、菱
江ショッピングプラザ�９日��マル
ナカ東大阪店�１３日�、２８日��近鉄
河内小阪駅前�１６日��大阪紙文具流
通センター�１８日��大	公民分館�
２５日��近鉄布施駅北側バスロータリ
ー ※いずれも開始時間と昼の休憩時

間は場所によって異なります。受付時

に保険証などで本人確認をします。

�問地域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、

�０７２（９６０）３８０６

禁煙キャンペーン
あなたの肺年齢をはかります

�時�所�６月８日�午前１０時～正午�
イズミヤ若江岩田店�９日�午前１０時
～正午�イトーヨーカドー東大阪店�
１５日�午前１１時～午後１時�マックス
バリュ東鴻池店 �内肺年齢測定、一酸
化炭素測定、食生活診断、禁煙・栄養

相談

�問中保健センター

マタニティクラス

プレママ仲間をつくりましょう。

�時６月１１日�、２５日�、７月９日�、
２３日�午後１時３０分～３時３０分（２３日は
午後４時まで・計４日間） �対おおむ
ね妊娠１６週以上の妊婦とその家族 �定
３０人（申込先着順） �内自分らしい妊娠
・出産・子育てをするための準備、先

輩ママや赤ちゃんとの交流会など

�所�申�問西保健センター

ぜん息児のための水泳教室

水泳は心肺機能を高め、運動誘発ぜ

ん息を減らします。 �時７月２３日�、
３０日�、８月６日�、２０日�、２７日�
午後１時１５分～３時３０分 �所NSI花園
スイミングスクール（吉田１） �対市
内在住で４歳～小学校１年生のぜん息

児童 �定３０人（抽選） �内医師による
診察と水泳指導員による水泳指導 �申
保健センターで配布する申込書に必要

事項を書いて、６月１日�～８日�に
直接 ※参加決定者は主治医の参加推

薦診断書が必要。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

建物の所有者は
飲み水の衛生管理を

６月１日�から７日�までは「水道
週間」です。安全な飲み水を確保する

ため、建物の所有者は飲み水の衛生管

理に気をつけましょう。

水道水を貯水槽に貯留し、各階に給

水しているビルやマンションなどの高

層の建物では、貯水槽の管理が不適切

であると、赤水の発生や水槽内に鳥・虫

の死がいやフンが混入するなど、水の

汚染事故が起きる恐れがあります。建

物の所有者は次の管理基準を守り、給

水施設と水の衛生管理に努めてくださ

い。また、施設の利用者も水の異常に気

づいたときは所有者に連絡しましょう。

管理基準 �貯水槽の清掃は定期的
（年１回）に行う�不備な点は速やか
に改善する�水の色や濁り、におい、
味などに注意し、異常があれば水質検

査をする�貯水槽の水が健康を害する
恐れがあるときは直ちに給水を停止し

て、利用者や保健所、上下水道局など

に連絡する ※受水槽の有効容量が１０


を超えるものは、保健所への簡易専
用水道の届出と年１回の定期検査（厚

生労働大臣の登録を受けた検査機関に

よる検査）が必要です。

�問�環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７ �上下水道局給水課
０６（６７２４）１２２１、�０６（６７２１）２３７４

大切な人を自死で亡くされた方へ

わかちあいの会

�時６月１９日�午後２時～４時 �所イ
コーラム（男女共同参画センター）

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

小児ぜん息学習会

子どもが小児ぜん息の保護者が対象

です。個別相談にも応じます。 �時�所
�講�６月１６日��市民会館会議室・住
友病院小児科主任部長・井上壽成さん

�１７日��東公民館会議室・からだと
こころの出会いの会・松井洋子さん�
２２日��くすのきプラザ（若江岩田駅
前）・大阪赤十字病院第１小児科部長

・田中晴樹さん ☆いずれも午後１時

４５分～４時 �定各３５人（申込先着順）
※１歳～未就学児の保育あり（定員１０

人・要予約）。

�申�問�東・中・西保健センター �
健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２
（９６０）３８０９

隊員を募集
健康トライ応援隊

市では、「健康トライ２１（健康日本２１

東大阪計画）」事業を進めており、健康

づくりを進めるリーダーとして地域で

活動する健康トライ応援隊の隊員を募

集しています。

応援隊では、東大阪めっちゃ元気な

「まち」やねん体操啓発グループや女性

のがん・メタボ予防の啓発グループが

あり、健康についての学習や会員同士

の交流・親睦などをしています。あな

たも活動してみませんか。 活動日
毎月第３水曜日（８月を除く）午前１０

時～１１時３０分

�申�問西保健センター

乳幼児健康相談

�時�所�６月４日�午前９時３０分～１０
時３０分�西保健センター�７日�午前
１０時～１１時�東保健センター�９日�
午前１０時～１１時�ゆうゆうプラザ（日
下）�１６日�午前１０時～１１時�はすの
広場（近江堂）�１７日�午前９時３０分
～１０時３０分�中保健センター�２３日�
午前１０時～１１時�ももの広場（楠根）
�対おおむね３歳までの乳幼児 �内身体
計測、育児相談など

�問東・中・西保健センター

全国で発生している食中毒の多く

は、「サルモネラ属菌」や「腸管出血

性大腸菌Ｏ１５７」「カンピロバクター」

が原因です。これらの食中毒菌は、

食肉類や卵に付いていることが多い

ので、次のことに注意してください。

【新鮮なものを購入する】
食中毒菌は時間が経つにつれて増

えます。特に卵は、ひび割れのない

ものを選びましょう。また、購入後

は早く冷蔵庫に入れましょう。

【適切に保存を】
冷蔵庫や冷凍庫は菌が増えるスピ

ードを遅くすることはできますが、

殺菌するわけではないので、新鮮な

うちに食べましょう。特に卵を割っ

てから長時間放置することは危険で

す。

【充分加熱する】
生レバーや肉、卵を生食すること

は避けましょう。まれに卵の中にサ

ルモネラ属菌が存在することがあり

ますので、中心部分（目安は中心温

度８５℃で１分間）まで充分加熱しま

しょう。また、焼肉やバーベキュー

をするときは、生肉専用のはしやト

ングを使用してください。

乳幼児や高齢者には特に注意を

食中毒の症状は、抵抗力の弱い乳

幼児や児童、高齢者の場合、重症化

することがありますので、特に注意

してください。

出前衛生講習会のご利用を

食品衛生の知識を高めるため、出

前衛生講習会（平日午前１０時～午後

４時）を実施しています。ぜひ、ご

利用ください。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

卵や肉の生食にご注意

食中毒が多発する季節です

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年６月１日（５）
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自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る

６月５日は「環境の日」です。また、一人
ひとりが環境について改めて考え、環境保全
の重要性を認識してもらうため、６月を「環
境月間」としています。
この機会に改めて私たちの生活を見直し、
できることから始めてみませんか。

補
助
し
ま
す

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
費
用

市
で
は
、
国（
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

の
補
助
を
受
け
、
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
た
方
に
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
月
ご
と
に
発
生
し
た

売
電
や
買
電
電
力
量
の
報
告
、

環
境
家
計
簿
へ
の
参
加
、市
の
地

球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
取
組

み
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
対
象

次
の
す
べ
て
に
あ

て
は
ま
る
方

▽
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
補
助
を
受
け
て
い
る

▽
平

成
２１
年
２
月
１
日
以
降
に
設
置

工
事
が
完
了
し
、
平
成
２３
年
１

月
３１
日
ま
で
に
電
力
受
給
を
開

始
し
て
い
る

▽
市
内
の
申
請

者
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
（
店

舗
な
ど
と
の
併
用
可
）
に
設
置

し
て
い
る

▽
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い

◇
募
集
件
数

１
０
０
件
程

度
（
申
込
先
着
順
・
予
定
額
を

上
回
れ
ば
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

◇
補
助
金
額

発
電
シ
ス
テ

ム
の
最
大
出
力
×
３
万
円
（
上

限
１２
万
円
・
４
kW
ま
で
）

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
６
月
１
日

�
〜
来
年
２
月
２８
日
�
午
後
１

時
〜
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
と
年
末
年
始
を
除
く
）に
直
接

※
申
請
書
類
は
環
境
企
画
課

で
配
布
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
環

境
企
画
課
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送

を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
１
４
０
円
分

の
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒

（
角
２
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
同

封
の
う
え
、
環
境
企
画
課
ま
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
・
改
修
費
用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
と
は
、

工
場
や
ビ
ル
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
状
況
を
調
査
・
分
析

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
の
た
め

の
手
法
や
そ
の
削
減
効
果
を
提

案
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
診
断

は
�
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
専
門
家
が
担
当
し
ま
す
。

事
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
。◇

対
象

工
場
、
事
務
所
、

店
舗
、
ビ
ル
な
ど
、
中
小
企
業

基
本
法
第
２
条
第
１
項
各
号
に

規
定
す
る
中
小
企
業
者
（
た
だ

し
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る

風
俗
営
業
を
除
く
）

【
省
エ
ネ
診
断
】

◇
対
象

年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
が
原
油
換
算
で
１０
k�
以

上
１
０
０
k�
未
満

◇
募
集
件
数

１０
件
（
申
込

先
着
順
）

◇
募
集
期
間

６
月
１
日
�

〜
８
月
３１
日
�

【
省
エ
ネ
改
修
】

◇
対
象

▽
省
エ
ネ
診
断
を

受
け
て
い
る

▽
工
事
が
未
着

工
で
あ
る

▽
来
年
３
月
１５
日

ま
で
に
工
事
が
完
了

▽
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
な
ど

◇
募
集
件
数

６
件
程
度（
申

込
先
着
順
）

◇
補
助
金
額

対
象
経
費
の

３
分
の
１
以
内
で
上
限
１
５
０

万
円◇

募
集
期
間

６
月
１
日
�

〜
１１
月
３０
日
�

ご
活
用
く
だ
さ
い

豊
か
な
環
境
創
造
基
金

市
で
は
、
地
球
環
境
へ
の
負

荷
の
低
減
や
地
域
環
境
の
改
善

な
ど
豊
か
な
環
境
を
創
造
す
る

た
め
、
豊
か
な
環
境
創
造
基
金

を
活
用
し
、
市
民
団
体
な
ど
が

行
う
環
境
に
関
す
る
活
動
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
対
象

�
公
共
的
な
施
設

に
事
業
者
団
体
な
ど
が
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
の
環
境
に
配
慮

し
た
設
備
を
設
置
す
る
事
業

�
市
内
の
小
、
中
学
校
、
幼
稚

園
、保
育
所
が
単
独（
市
立
は
除

く
）
ま
た
は
地
域
住
民
な
ど
と

協
働
で
行
う
環
境
教
育
事
業

�
市
民
団
体
や
事
業
者
団
体
な

ど
が
実
施
す
る
環
境
に
関
す
る

啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
河
川
浄
化
活

動
な
ど
の
先
進
的
な
事
業

※
個
人
や
企
業
の
単
独
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
補
助
額
・
募
集
件
数

�

上
限
５０
万
円
（
対
象
経
費
の
１

／
２
以
内
の
額
）
で
１
回
限
度

・
２
件
程
度

�
③
１
団
体
２０

万
円
以
内
で
１
回
限
度
・
１０
件

程
度※

書
類
の
審
査
お
よ
び
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
う
え
、
決

定
し
ま
す
。

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
６
月
１０
日

�
ま
で
に
直
接

※
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
環
境
企
画
課
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

【
豊
か
な
環
境
創
造
基
金
の

寄
付
を
受
付
】

豊
か
な
環
境
創
造
基
金
に
賛

同
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
寄
付

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
申
請
・
問
合
せ
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
環
境
企
画

課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

９
８
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

環
境
の
大
切
さ
を

環
境
展
を
開
催

市
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
６

月
６
日
を
「
環
境
週
間
」
と
し

て
、
環
境
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
環
境
展
を
開
催

し
ま
す
。

◇
と
き

６
月
１
日
�
〜
６

日
�◇

と
こ
ろ

府
立
中
央
図
書

館
◇
内
容

▽
地
球
温
暖
化
対

策
・
ご
み
減
量
な
ど
の
環
境
関

連
パ
ネ
ル
展
示

▽
レ
ジ
袋
の

削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ
の
必
要
性
を

啓
発

▽
大
阪
府
リ
サ
イ
ク
ル

認
定
製
品
の
展
示

▽
環
境
啓

発
図
書
の
展
示

▽
環
境
啓
発

に
か
か
る
啓
発
物
の
配
布
な
ど

◇
問
合
せ
先

循
環
社
会
推

進
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
９
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

消防団は、火災や地震などの災害が発生したとき、いち早く消火

活動や災害防ぎょ活動を行うとともに�地域防災のリーダー�とし

て活躍しています。

災害に強いまちをつくるため、あなたも防災について考えてみま

せんか。

活
躍
す
る
消
防
団

消
防
団
は
、
地
域
の
住
民
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
で
火
災
予
防
・
災
害
対
応

を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

消
防
団
員
は
、
火
災
を
は
じ

め
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
と
き
に
消
火
活

動
や
警
戒
な
ど
の
消
防
活
動
に

従
事
し
、
日
夜
市
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
活
躍
し
て

い
ま
す
。ま
た
、平
常
時
は
訓
練

や
講
習
な
ど
を
通
し
て
災
害
に

対
す
る
必
要
な
知
識
・
技
術
の

向
上
に
努
め
な
が
ら
、
防
火
広

報
や
防
火
指
導
の
火
災
予
防
啓

発
活
動
、
応
急
手
当
を
指
導
す

る
な
ど
、地
域
の
防
災
に
お
い
て

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
消
防
団
は
、
昭
和
４６

年
２
月
１
日
に
発
足
し
、
現
在

１
本
部
３
方
面
隊
１５
分
団
５
１

９
人
の
団
員
数
で
構
成
。
職
業

を
も
ち
な
が
ら
消
防
団
活
動
を

行
い
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

防
災
力
向
上
の
た
め
に

女
性
消
防
団
員
も
活
躍

こ
れ
ま
で
の
消
防
団
は
男
性

中
心
の
組
織
で
し
た
が
、男
女
共

同
参
画
が
進
展
し
、時
代
に
あ
っ

た
新
し
い
消
防
団
と
し
て
、全
国

的
に
女
性
消
防
団
員
を
採
用
す

る
消
防
団
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

本
市
も
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
平
成
２１
年
１
月

か
ら
女
性
消
防
団
員
を
採
用
し
、

現
在
で
は
１３
人
が
救
命
講
習
な

ど
の
応
急
手
当
指
導
や
広
報
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
女
性
消
防
団
員
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
の
充
実
強
化
の
た
め
、

活
動
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

消
防
団
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら

地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
に
強

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
市

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
さ

せ
、
防
災
対
策
に
努
め
ま
し
ょ

う
。◇

問
合
せ
先

消
防
局
総
務

課

０
７
２
（
９
６
６
）
９
６

６
０
、
�
０
７
２
（
９
６
６
）

９
６
６
９

３１
台
の
消
防
車
を
配
置
し
て
い

ま
す
（
写
真
上
）

応
急
手
当
指
導
を
す
る
女
性
消

防
団
員
（
写
真
左
）消防団の活動拠点である

消防団屯所は市内に３１か
所あります

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る

た
め
に
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
の�
違

い
�
を
認
め
対
応
で
き
る
力
と

自
分
の
思
い
・
考
え
を
表
現
で

き
る
力
が
大
人
や
子
ど
も
そ
れ

ぞ
れ
に
必
要
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア

ッ
プ
の
手
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

６
月
２２
日
�
、
２９

日
�
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時（
計

２
日
間
）

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員

２０
人
（
全
回
受
講

で
き
る
方
を
優
先
）

◇
講
師

プ
ー
ル
学
院
大
学

教
授
・
中
村
健
さ
ん
（
写
真
）

◇
申
込
方
法

講
座
名
、
講

座
日
、氏
名
、電
話
番
号
を
６
月

１
日
�
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

※
保
育
と
手
話
通
訳
の
希
望

者
は
各
開
催
日
の
７
日
前
ま
で

に
要
申
込
み
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人

権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
５
６
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルjin

k

en
k
eih
a
ts
u
@
city
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

６
月
２３
日
か
ら
２９
日
ま
で
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。

こ
の
週
間
は
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
理
解
を
広
め
る
た
め

に
国
が
平
成
１３
年
に
定
め
た
も

の
で
、
期
間
中
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

記
念
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

（
下
記
参
照
）。

女
性
・
男
性
の
枠
を
取
り
払

っ
た
視
点
で
、
周
り
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

お
互
い
の
個
性
と
能
力
が

発
揮
で
き
る
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

「
男
だ
か
ら
」
「
女
だ
か
ら
」
な

ど
の
固
定
的
な
男
女
の
役
割
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
あ
る
人
間
と
し
て
、
と

も
に
協
力
し
な
が
ら
お
互
い
の

個
性
と
能
力
を
い
か
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
」
を
平
成
１６
年
に
制
定

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ

と
に
疑
問
を
抱
き
、
慣
習
に
と

ら
わ
れ
ず
自
分
の
本
当
の
思
い

と
向
き
合
っ
て
、
新
し
い
気
づ

き
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、

み
ん
な
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
問
合
せ
先

イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２
（
９
６
０
）９
２
０
１
、

�
０
７
２（
９
６
０
）９
２
０
７

近
現
代
に
活
躍
し
た
作
家

の
版
画
を
展
示
し
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
版
画
家

の
斎
藤
清
さ
ん
の
作
品
（
写

真
）
を
は
じ
め
、
畦
地
梅
太

郎
さ
ん
、
笹
島
喜
平
さ
ん
、

武
井
武
雄
さ
ん
、
初
山
滋
さ

ん
、
棟
方
志
功
さ
ん
、
平
塚

運
一
さ
ん
た
ち
の
個
性
的
な

作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

６
月
２４
日
�
〜

７
月
２５
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
５
時
（
金
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
で
入
館
は
３０
分
前
ま

で
）※

月
曜
日
（
祝
日
の
と
き

は
翌
日
）
は
休
館
。

◇
入
館
料

５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
、
６５
歳
以

上
の
方
、
障
害
者
手
帳
な
ど

を
持
参
の
方
は
無
料
。

【
記
念
講
演
会
〜
日
本
の

近
代
版
画
・
入
門
】

◇
と
き

６
月
２７
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時

◇
定
員

８０
人
（
抽
選
）

◇
講
師

和
歌
山
県
立
近

代
美
術
館
学
芸
員
・
井
上
芳

子
さ
ん

※
入
館
料
が
必
要
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ（
１
人
１
枚
）に
講
演
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
６
月
１４
日

�（
消
印
有
効
）ま
で
に
郵
送

夢
を
か
た
ち
に
展

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
創

作
講
座
の
受
講
生
が
制
作
し

た
水
彩
画
や
パ
ス
テ
ル
画
な

ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◇
と
き

６
月
１６
日
	
〜

２０
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時（
２０
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

創
作
講
座
の

受
講
生
を
募
集

全
回
受
講
で
き
る
１８
歳
以

上
の
初
心
者
が
対
象
で
す
。

「
夢
を
か
た
ち
に
展
」
開
催

中
に
会
場
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
は
じ
め
て
の
油
絵
教
室
】

静
物
画
や
模
写
を
し
ま
す
。

◇
と
き

７
月
７
日
〜
９

月
１５
日
の
水
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
（
８
月
１８
日
を
除
く

計
１０
日
間
）

◇
定
員

１０
人
（
抽
選
）

◇
料
金

２
０
０
０
円
程

度
※
油
絵
用
具
を
持
参
。

【
は
じ
め
て
の
水
彩
画
教

室
】鉛

筆
と
水
彩
絵
具
で
野
菜

や
花
な
ど
を
描
き
ま
す
。

◇
と
き

７
月
１６
日
〜
９

月
１７
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
（
計
１０
日
間
）

◇
定
員

１２
人
（
抽
選
）

◇
料
金

２
０
０
０
円
程

度
※
鉛
筆
と
水
彩
絵
具
を
持

参
。

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

〒
５７８
・
０
９
２
４
吉

田
６
―

７
―

２２

市
民
美
術
セ

ン
タ
ー

０
７
２（
９
６
４
）

１
３
１
３
、
�
０
７
２
（
９

６
４
）
１
５
９
６

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
へ
登
下
校
で
き
る
よ
う
、

す
べ
て
の
市
立
小
学
校
区
で

始
ま
っ
た「
愛
ガ
ー
ド
運
動
」

が
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
下
校
の
付

き
添
い
や
巡
回
な
ど
の
見
回

り
、
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
約
１
万

８
０
０
０
人
の
協
力
員
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
動
の
高
ま
り
を
受
け
、

地
域
や
家
庭
か
ら
次
の
よ
う

な
声
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
毎
日
安
心
し
て
登
下
校

で
き
て
い
る

▽
子
ど
も
と

地
域
の
人
と
の
交
流
や
あ
い

さ
つ
の
輪
が
広
が
っ
た

▽

防
犯
意
識
や
危
機
管
理
意
識

が
高
ま
っ
た

▽
交
通
事
故

防
止
や
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

に
役
立
っ
て
い
る

【
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
守
ろ
う
】

愛
ガ
ー
ド
運
動
が
市
内
全

域
で
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い

る
中
で
、子
ど
も
や
保
護
者
、

地
域
の
方
の
安
全
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
り
、
犯
罪
者
に

犯
行
を
と
ど
ま
ら
せ
、
犯
罪

防
止
に
大
き
な
効
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
路
上
犯

罪
も
減
少
し
て
い
る
と
布
施

・
河
内
・
枚
岡
警
察
署
か
ら

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

愛
ガ
ー
ド
運
動
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
無
理
の
な
い

範
囲
で
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
活
動
で
す
。
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
地
域
の
小
学
校

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
、
大
阪
府
警
О
Ｂ

の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー

ダ
ー
が
小
学
校
区
を
巡
回
し
、

無
理
な
く
活
動
を
続
け
る
方

策
や
活
動
へ
の
意
識
の
も
ち

方
な
ど
を
助
言
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

地
域
で
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
市
民

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

学
校
教
育

推
進
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
６
８
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
８

「
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

（
写
真
右
）

「
稔
の
会
津
」（
写
真
上
）

◇
と
き

６
月
２６
日


午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
（
開
場
は
３０

分
前
）

◇
定
員

２
４
４
人
（
当
日

先
着
順
）

◇
内
容

▽
市
立
日
新
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

ひ
と

ひ
と

▽
講
演
「
女
と
男
、
と
も
に
奏

で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
京
都
外
国

語
大
学
・
大
学
院
教
授

ジ
ェ

フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
さ
ん

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
（
１
人
３
０
０
円
で

定
員
１０
人
・
６
月
１９
日


ま
で

に
要
予
約
）・
手
話
通
訳
あ
り
。

入
選
作
品
を
展
示

「
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
公
募

し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
て
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◇
と
き

６
月
１９
日


〜
３０

日
	

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

イ

コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
）

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななでででででででででででででででででででででででででででででで取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組ももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううう

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖暖化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
特
別
展
示

斎
藤
清
と
近
代
版
画
展

６
月
は
環
境
月
間
で
す

子どもを守る地域のスクラム
～愛ガード運動６年目へ

６月は「子ども安全確保推進月間」です

市
民
人
権
講
座

生
き
生
き
人
生
学

地域を守る消防団

家
庭
で
役
立
つ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
Ｕ
Ｐ
講
座

いいききいいききとと暮暮ららせせるるままちちへへ

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
の
つ
ど
い

６月２３日～２９日は

「男女共同参画週間」です

ひ
ろ
が
る�
お
も
い
�

伝
え
ま
し
ょ
う

ジェフ・バーグランド
ひと ひと

講演「女と男、ともに

奏でるハーモニー」では、

『ジェフ流�男女�コミ
ュニケーション論』をお

話します。

（６）平成２２年６月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年６月１日（７）
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その他の続き

みんなで防ごう土砂災害
６月は「土砂災害防止月間」です

集中豪雨などによって、土砂災害が

起こりやすい季節になりました。降雨

量が１時間に２０�以上または降り始め
から１００�を確認し、がけから水が急に
わき出したり、石垣や壁に亀裂などの

現象が起こったら早く避難しましょう。

また、常に気象情報に注意し、避難

場所を確認しておいてください。

�問�河川課 ０６（４３０９）３２６３、�０６
（４３０９）３８２８ �危機管理室 ０６（４３０９）

３１３０、�０６（４３０９）３８２０

めっけもん もうけもん まいど�東大阪
定休日・営業時間を変更

６月１日�から定休日を毎週金曜日
に、営業時間を午前１０時から午後５時

までに変更します。

�問�めっけもん もうけもん まいど
�東大阪（東大阪物産観光まちづくり
センター） ０７２（９８１）０１１１、�０７２
（９４０）６６７９ �商業課 ０６（４３０９）３１７６、

�０６（４３０９）３８４６

６月１５日に振り込みます
児童手当・特例給付・子ども手当

これまで児童手当を受給していた方

の児童手当２月・３月分（児童手当は

３月分で終了）と子ども手当４月・５

月分を６月１５日�に振り込みます。
なお、新たに子ども手当の申請およ

び額改定の申請をした方は、振込みま

でに書類不備がなくとも１～２か月程

度必要です。６月１５日に間に合わなか

った方は、７月以降の振込みとなります。

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

しない させない 就職差別

就職の面接で家族の出身地や職業、

思想・信条などを質問して、本人に責

任のない事項や本来自由である事項で

応募者を判断することは、就職差別に

つながる恐れがあります。府では、６

月を「就職差別撤廃月間」と定め、就

職の機会の均等を保障することの大切

さを啓発していきます。

【就職差別１１０番】
採用面接などの差別について電話や

Ｅメールで相談に応じます。 �時６月
２３日�～２５日�午前１０時～午後６時
相談電話 ０６（６９４４）６７６１、�rosei�
g04@sbox.pref.osaka.lg.jp

�問�大阪府雇用推進室 ０６（６９４１）

０３５１ �人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、

�０６（４３０９）３８２３

市内企業の優れた製品をＰＲする

「東大阪ブランド」は、販路拡大な

どに利用していただいています。

東大阪ブランドの認定は、ナンバ

ーワン・オンリーワン・プラスアル

ファ（高付加価値）製品を基準に審査。

現在、認定している製品を企業名

５０音順で紹介していきます。

【大一鋼業�】
�所在地�金物町３
�問合せ先�０６（６７２３）０７８７
建築金物、オリジナル商品などの

製造、販売。

�マーキー（ナンバーワン製品）
ワンタッチで中

紙が取り出せるネ

ームホルダー。自

社開発したＧリン

グにもこだわった

業界シェアナンバーワンのロングセ

ラー商品です。ほかにも、スッポン

フック マル（プラスアルファ製品）

を認定しています。

【大東ふくすず�】
�所在地�小若江１
�問合せ先�０６（６７２１）４０１５
ツル印福鈴、建築・土木用金物の

製造、販売。

�ツル印福鈴
宝来鈴（オン

リーワン製品）

ロウ付けのな

い一体成形の完

全球形で音色がきれいな手作りの真
ちゅう

鍮 製の福鈴。

認定には条件がありますので、く

わしくは東大阪ブランド推進機構ホ

ームページ（http���www.higashio
sakabrand.jp�）をご覧ください。
�問モノづくり支援室内東大阪ブラ

ンド推進機構事務局 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

母子家庭の母と寡婦が対象です。

出張就業相談

専門の相談員が就職・転職の求人

情報の提供やハローワークへの紹介、

資格取得のための就業支援講習、履

歴書の書き方、面接のアドバイスな

どを行います。 �時６月１７日�午前
１０時～午後４時 �所イコーラム（男
女共同参画センター） �定５人（申
込先着順） ※１歳６か月～就学前

幼児の保育あり（１人２００円で６月８

日�までに要申込・定員あり）。
�申６月１６日�までに電話で

就業支援講習

【パソコン初級講座】
�時７月２４日～１０月９日の土曜日午
前９時３０分～午後３時３０分（計１０日

間） �所谷町福祉センター �定２０人
（抽選） �料１０，０００円
【簿記３級講座】
�時７月２４日～１１月１３日の土曜日午
前１０時～午後３時（計１３日間） �所
谷町福祉センター �定３５人（抽選）
�料５，０００円

◇ ◇

※２歳～就学前幼児の保育あり。

�申往復ハガキに講座名、受講動機、
以前受講した方は受講名、住所、氏

名、年齢、職業、保育の有無、電話

番号を書いて、６月２４日�（消印有
効）までに郵送

�申�問〒５４０・００１２大阪市中央区谷町５
―４―１３ 母子家庭等就業・自立支援セ

ンター ０６（６７６２）９４９８、�０６（６７６２）３７９６
�問こども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、

�０６（４３０９）３８１７

�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００ �０６（６７８４）５６３０

８日�
２２日�

１１日�
２５日�

３日�
１７日�

４日�
１８日�

１０日�
２４日�

１日�
１５日�

４日�
１８日�

２日�
１６日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：４０～１４：２０

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

日下町丹波神社東

上石切町２・駅前公園

西石切町２・ダイアパレス横

横小路メイ・トーラス

東大阪養護老人ホーム

桜井児童遊園

瓢�山稲荷神社東駐車場
上四条町大池公園

新池島町児童遊園

西石切町７・オーク新石切

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

鴻池公園西

府営東鴻池第二住宅

島之内・メープルコート

玉串西団地集会所前

府営東大阪玉串住宅

若江東町２・ライオンズマンション

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

岩田町６・プレジデント東大阪

９日�
２３日�

９日�
２３日�

２日�
１６日�

３日�
１７日�

８日�
２２日�

１日�
１５日�

１０日�
２４日�

１１日�
２５日�

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：３０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１４：００～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：１０～１３：５０

１４：００～１４：３０

１４：４０～１５：１０

１５：４０～１６：３０

１３：２０～１４：００

１４：１０～１４：５０

１５：３０～１６：２０

１３：２０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：４０～１６：３０

花園西町公園

若江本町北公園

イズミヤ若江岩田店

中鴻池町２・三島温泉前

東楠風荘公園稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

中小阪・大和公園

近江堂行政サービスセンター北

八戸の里公園相撲場西

市営島町住宅

市営鷺島住宅集会所前

新喜多公園

金岡公園

柏田公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

稲田公園

御厨天神社境内

新家西町第２公園

御厨東・五百石公園

��

ナンバーワン・オンリーワン・プラスアルファ

大阪ブランド

未来を切り開け

東

��

母子家庭の母と寡婦の就業を支援

出張就業相談と就業支援講習
�

（８）平成２２年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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★

東大阪市文化連盟
文化のつどい

加盟団体による舞台発表と作品展示

を行います。当日は、文化連盟の功労

者表彰式典やお茶席もあります。 �時
�内�作品展示�６月５日�、６日�午
前１０時～午後５時�舞台発表�５日�
正午～午後５時、６日�午前１１時～午
後５時�功労者表彰式典�６日�午前
１１時から�お茶席�５日�午前１１時～
午後４時、６日�午前１０時～午後３時
�所市民会館市民ホール
�問社会教育センター ０６（６７８９）４１００、

�０６（６７８９）５２１２

大人が楽しむおはなし会

�時６月１５日�午前１０時３０分～正午
�定５０人（当日先着順） �内東大阪おはな
しの会・ねっこぼっこによる「岩じい

さん」「花咲かじい」「森の花嫁」など

�所�問花園図書館 ０７２（９６５）７７００、�
０７２（９６５）９２１２

八尾市男女共同参画推進条例を制定
記念シンポジウム

�時６月５日�午後１時～３時３０分
�所プリズムホール（八尾市文化会館）
�定３８６人（当日先着順） �内講演「２１世
紀は老いも若きも、男女共同参画で」

評論家・樋口恵子さん、八尾市長・田

中誠太さん、ジャーナリスト・細見三

英子さんによるパネルディスカッショ

ンなど ※手話通訳と保育あり。

�問�八尾市人権政策課・人権啓発活
動東大阪地域ネットワーク協議会 ０７２

（９２４）３８９４、�０７２（９２４）０１７５ �人権啓
発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６（４３０９）３８２３

夢広場文化祭

�時�内�６月１２日�、１３日�午前１０時
～午後４時�作品展（字てがみ、絵手
紙、つまみ絵など）�１２日�午後１時
～３時３０分�発表会（フラダンス、河
内江州音頭）�１３日�午後１時～３時
３０分�発表会（詩舞、太極拳など）
�所�問夢広場（布施駅前） ０６（６７８４）

２０１４（�兼用）

郷土博物館コーナー展示
古墳からみつかる武器

市内の古墳から出土した金属製の武
はに わ

器類や武器を表現した埴輪などを展示

します。 �時６月８日�～１０月３日�
午前９時３０分～午後４時３０分 ※月曜

日と祝日の翌日は休館。 �料一般５０円、
高校・大学生３０円、小・中学生２０円

�所�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、�
０７２（９８６）１４３２

キャンプ参加者
自由の森なるかわ

【なかよしキャンプ】
野外活動や共同生活をします。 �時
�申�Ａコース�７月３１日�～８月１日
�・６月２日�から�Ｂコース�８月
１日�～２日�・６月３日�から�Ｃ
コース�８月２日�～３日�・６月４
日	から ※いずれも１泊２日。 �対
小学校１・２年生 �料９，０００円
【ともだちキャンプ】
自立心や協調性を育みます。 �時８
月１９日�～２１日�（２泊３日） �対小
学校３・４年生 �料１４，０００円 �申６月
７日�から

◇ ◇

�定各４０人（申込先着順） �内アウト
ドアクッキング、自然クラフトなど

�申行事名、住所、氏名（保護者名も）、学
校名、学年、電話番号を各申込開始日の

午前９時から電話で ※火曜日は休館。

�所�申�問自由の森なるかわ ０７２（９８６）

１５５１、�０７２（９８６）１５５０

学校給食短期パート調理員

勤務時間 午前８時３０分～午後３時

１５分（６時間勤務） 勤務場所 楠根

東共同調理場 �内学校給食調理補助
※雇用期間は来年３月３１日�まで。
�申履歴書に必要事項を書いて郵送
�申�問〒５７７・８５２１市役所学校給食課

０６（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）３８６７

市立学校園の講師

市立の幼稚園、小・中学校で欠員が

でたときに講師として勤務できる方を

募集します。 �対教員免許状を取得し
ている方 �申履歴書に必要事項を書い
て直接または郵送 ※勤務条件などく

わしくはお問合せください。

�申�問〒５７７・８５２１市役所教職員課 ０６

（４３０９）３２７３、�０６（４３０９）３８３８

指導・監査業務専門嘱託員

社会福祉法人・施設や介護保険事業

者へ指導・監査を行う専門嘱託員を募

集します。 試験日 ６月１９日� �対
�定昭和２０年４月２日以降生まれで、ワ
ード・エクセルができ、次の資格のい

ずれかをもつ方�社会福祉法人・施設
�介護支援専門員、社会福祉士、社会
福祉主事任用資格・１人�介護保険事
業者�介護支援専門員、社会福祉士、
保健師、看護師・２人 �申応募用紙に
必要事項を書いて、６月１日�～１５日
�に直接 ※応募用紙は法人指導課・事

業者指導課で配布。勤務条件などくわし

くは市ホームページ（法人指導課）に掲

載。応募用紙もダウンロードできます。

�申�問�社会福祉法人・施設�法人指
導課 ０６（４３０９）３３４０、�０６（４３０９）３８１７
�介護保険事業者�事業者指導課 ０６

（４３０９）３３１５、�０６（４３０９）３８４８

飲用井戸を使用している方は連絡を

市では、飲用や料理、食器洗浄など

に使用している井戸の確認をしていま

す。井戸を使用している方は、ご連絡

ください。

なお、ご連絡いただいても何ら義務

が生じることはありません。

�問公害対策課 ０６（４３０９）３２０６、�０６
（４３０９）３８１８

ドリーム２１では、６月１５日�から
７月７日�までを七夕週間とし、プ
ラネタリウムで七夕番組の投影や七

夕かざりづくり、楽しいコンサート

を行います。なお、七夕週間（日曜

日を除く）の午前はプラネタリウム

一般番組の投影はありません。７月

４日�の午前中２回と午後４時から
は一般番組を投影します。

【プラネタリウム七夕番組を投影】
�時６月１５日�～７月７日�午前１０
時から、午前１１時１５分から（日曜日

を除く） �料大人４００円、高校生２００
円、４歳～中学生１００円

【ものづくり教室～七夕かざりと
楽しいおもちゃをつくろう�】
�時６月２６日�午後１時３０分～３時

３０分（受付は３０分前から） �対４歳
以上の方 �定３０人（当日先着順）
�料１００円
【七夕プラネタリウムコンサート

～どこかで聞いたあの曲この曲】
メロディーを聞くと「あっ、知っ

てる�」と声がする名曲やクラシッ

クを集めました。バイオリン・ピア

ノの演奏と落語家の桂雀太さんの楽

しいおしゃべり、プラネタリウムの

美しい星空もお楽しみください。

�時７月４日�午後２時から �料事前
予約４００円、当日５００円（大人・子ど

も同額） ※ドリーム２１窓口または

電話で予約受付中。

わくわく星空教室

プラネタリウムなどで星座や天体

を楽しく学びます。 �時７月～１２月
の第２土曜日午後２時～４時（計６

日間） �対市内在住、在学の小学校
３～６年生 �定２０人（抽選） �料１，０００
円 �申往復ハガキに教室名、住所、
氏名、学校名、学年、電話番号を書

いて、６月２７日�（必着）までに郵送
（Ｅメールでも可）

◇ ◇

�所�申�問〒５７８・０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�kyositu@dream21.
higashiosaka.osaka.jp

ド リ ー ム２１

七七夕夕週週間間のの催催しし

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年６月１日（９）
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やさしい写真教室

�時６月２７日�午前１０時～午後５時
�定４０人（申込先着順） �内フォトアドバ
イザーの本多平吉さんによる写真の基

礎と撮影実習 �料１，５００円（昼食付き）
�持カメラ �申６月１日�午前９時から
電話で

�所�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

グリーンガーデンひらおか
緑陰の教室＆催し

【講座～源氏物語 若紫の巻】
�時６月１２日�午前１０時～正午 �定６０

人（申込先着順） �講大阪樟蔭女子大
学教授・北村英子さん �料２００円 �申
６月８日�まで
【あじさいハイキング】
生駒山のアジサイ園を案内します。

�時６月２０日�午前９時３０分～午後３時
※雨天時は６月２７日�に延期。 �定３０
人（抽選） �講枚岡自然に親しむ会・
石水久夫さん �料大人２００円 �持弁当、
水筒、着替え �申６月１６日�まで
【押し花教室】
フレームコースターを作ります。

�時６月２６日�午前１０時～正午 �定２０人
（抽選） �講押し花Junna・辻淳子さん
�料１，５００円 �持ポケットティッシュ
�申６月１９日�まで
【草木染め体験教室】
自然の大切さを体験しませんか。

�時６月２７日�午前１０時～午後３時 �定
３０人（抽選） �講染色家・梶加代子さ
ん �料２，０００円 �持ゴム手袋、エプロン、
弁当 �申６月２３日�まで

◇ ◇

�申行事名、住所、氏名、年齢、電話
番号を各申込期限までに電話またはフ

ァクスで

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

『なっ得�』耐震改修セミナー

耐震改修に焦点を当て、補強方法の

考え方や実際の改修工事の手順などを

耐震の専門家が解説します。また、本

市の耐震改修補助制度についても説明

します。 �時�所�６月６日��ゆうゆ
うプラザ（日下）�１３日��グリーン
パル（中鴻池）�２７日��くすのきプ
ラザ（若江岩田駅前） ☆いずれも午

後１時３０分～３時３０分 �定各３０人（申
込先着順） ※来場者には粗品を進呈。

�申�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�
０６（４３０９）３８３４

コールセンタースタッフ養成講座

未経験の方でも顧客からの電話対応

や市場のニーズ調査などのコールセン

ター業務ができるよう、必要な技術や

知識を学びませんか。 �時�内７月２４日�
～９月１８日��土曜日（計８日間）�基
礎訓練�平日（計２０日間）�応用訓練
�所大阪府ひとり親家庭等在宅就業支援
センターほか �対ひとり親家庭の母・父
または寡婦で全日程受講でき、応用訓練

終了後コールセンターで就労可能な方

�定１８人 ※適正審査（一般常識、パソ

コン入力など）があり、すべての申込者

が受講できるものではありません。基

礎訓練にのみ保育あり。 �申ひとり親家
庭が証明できるもの（児童扶養手当証書、

戸籍謄本など）、履歴書用の写真（縦４

�×横３�）を持って、電話予約のう
え福祉事務所へ６月２１日�までに直接
�申�問東・中・西福祉事務所子育て支

援係 �東�０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６２０ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６０）９２７８ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７
�問こども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

絵手紙入門講座

手書きで暑中見舞いハガキを作りま

す。 �時６月２６日�午後１時３０分～３
時３０分 �対市内在住、在勤の方 �定３０
人（抽選） �料３００円 �申往復ハガキに
講座名、住所、氏名、電話番号を書い

て、６月１０日	（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００

くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

魅力ある店にしませんか
あきんど塾生

経営能力を向上したい、販売を促進

したい、新商品・サービスを開発した

いなど、経営課題にチャレンジする市

内の商業者を対象に、商人育成塾を開

講します。 �時７月下旬～来年３月（計
１０日間） �所市役所ほか �対市内で営
業している物品販売業や理・美容業、洗

濯業、飲食業者 ※大企業や「風俗営

業等の規制および業務の適正化等に関

する法律」の適用を受けている方を除

く。 �定１５人（抽選） �内顧客の情報収集
や店の環境分析、販売促進など �申申込
用紙に必要事項を書いて、６月１５日�
（必着）までに郵送またはファクスで

※申込用紙は商業課で配布。市ホーム

ページからダウンロードもできます。

�申�問〒５７７・８５２１市役所商業課 ０６

（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６

グリーンパルの教室

【楽らくミニトランポ教室】
トランポリンでバランス感覚と足腰

を鍛えます。 �時７月８日	、２２日	、
２９日	、８月２６日	午前１０時～１１時２０分
（計４日間） �対市内在住、在勤の４０歳
以上の方 �定４０人（抽選） �料２，０００円
【健康料理教室～ちょこっとイタリ

アン】
�時７月１１日�午前１０時３０分～午後１
時３０分 �対市内在住、在勤の方 �定１６
人（抽選） �内調理実習「海老の野菜
とヘルシーフライ」「野菜の冷たいスー

プ」「チョコレート風味のパンナコッタ」

�料１，０００円 �持エプロン
◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、６月１５日�
（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

司法書士による相談

�時６月１７日	午後２時～４時 �定８
人（当日先着順） �内相続・売買・贈
与などの登記や供託、訴訟、調停など

の裁判手続き

�所�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

多重債務者法律相談

弁護士・司法書士が相談に応じます。

�時６月１５日��午前１０時～正午�午後
１時～４時 �対市内在住の方 �定１０人
（１人３０分以内で申込先着順） �申６
月１日�午前９時から電話で
�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

女性のための労働相談

女性の社会保険労務士が解雇やパワ

ーハラスメントなどの相談に応じます。

電話での相談も可能です（要予約）。

�時６月１２日�、７月１０日�、８月１４
日�、９月１１日�午後１時３０分～４時
２０分 �対市内在住、在学、在勤の女性
�定各３人（１人５０分で申込先着順） ※

１歳６か月～就学前幼児の保育あり（１

人２００円で、１週間前までに要予約）。

�申火～日曜日の午前１０時～午後５時に
電話で

�所�申�問イコーラム（男女共同参画セン
ター）０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０７

特設人権相談

�時６月１７日	午後２時～４時 �所夢
広場（布施駅前）

�問社会福祉協議会内人権擁護委員会
０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

上下水道局上小阪配水場で４月２２

日から２９日まで、つつじの一般公開

が行われました。

今年６回目を迎えたこの催しは、

敷地内に植えられているつつじを観

賞してもらうとともに上下水道事業

について理解を深めてもらおうと、

上小阪校区自治連合会と市が協働で

開催しています。

会場となる配水場の案内所には、

同自治連合会の実行委員のみなさん

が毎日交代で立ち、８日間で延べ１５０

人の方の協力がありました。

同自治連合会では「回を重ねるた

びに訪れる

人も増え、

喜んでいま

す。この活

動で地域の

コミュニケーションも深まっていま

す」と話していました。

【自治会加入のご案内】
加入の申込みは、お住まいの自治

会の会長または役員、班長までご連

絡ください。自治会がわからない方

は、お問合せください。

�問地域振興室 ０６（４３０９）３１６１、�
０６（４３０９）３８６１

活活動動でで深深ままるるココミミュュニニケケーーシショョンン

配配水水場場ででつつつつじじのの一一般般公公開開

～～上上小小阪阪校校区区自自治治連連合合会会～～自自治治会会ほほっっととニニュューースス

（１０）平成２２年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り
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歴史講座～開国・近代化と大阪の綿業

開国以降の綿作と綿工業の中での大

阪の役割と変貌を解説します。 �時６
月１３日�午後１時３０分～３時 �定３０人
（当日先着順） �講関西大学講師・水
谷彰伸さん �料小・中学生２００円、高校
生以上の方３００円

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

分譲マンションセミナー

マンションの修繕や改修、建替えな

どをアドバイスします。 �時７月４日
�午後２時～４時３０分 �所市役所本庁
舎１８階大会議室 �対分譲マンションの
管理組合役員または住んでいる方 �定
１００人（申込先着順） �申ハガキに住所
（マンション名も）、氏名、電話番号、参

加人数を書いて、６月２３日�（必着）ま
でに郵送（ファクス、Ｅメールでも可）

�申�問〒５４１・００４２大阪市中央区今橋２―
３―２１ 大阪府住宅供給公社マンション

建替・相談室 ０６（７６６９）００１２、�０６
（６２０１）４２９０、�mansion�soudan@
osaka�kousha.or.jp
�問住宅政策課 ０６（４３０９）３２３２、�０６

（４３０９）３８３４

青少年女性センターの教室

【ゆかたの着付教室】
着付けと帯結びを学びます。 �時６
月２７日�午後１時～３時３０分 �定１５人
（抽選）

【絵手紙体験教室】
暑中見舞いハガキを作ります。 �時
６月２９日�午前１０時～正午 �定２０人（抽
選） �料３００円

◇ ◇

�対市内在住、在勤、在学の方 �申往
復ハガキに教室名、住所、氏名（ふり

がなも）、年齢、電話番号を書いて、６

月１５日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

みんなでつくろう�木のおもちゃ

�時６月１３日�午前１０時～午後３時
�所枚岡公園多目的広場 �定５０人（当日
先着順） �講木のおもちゃ作家・青木
宏子さん �料１００円
�問�枚岡公園管理事務所 ０７２（９８１）

２５１６ �商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６
（４３０９）３８４６

こころとからだの養生訓講座

市のイメージソング『東大阪めっち

ゃ元気な「まち」やねん』にあわせて、

健康体操をします。 �時６月８日�、
２２日�午後１時３０分～３時３０分 �対市
内在住、在勤の成人 �定各５０人（当日
先着順） �講健康運動指導士・竹内節
子さん �持タオル
�所�問はすの広場（近江堂）０６（６７３０）

０８４０、�０６（６７３０）５７２３

東大阪アリーナトレーニングルーム
新規登録者講習会

�時６月２１日�、２３日�、２４日�、２５日
�、２６日�午後１時３０分～３時３０分、午後
３時３０分～５時３０分 �対１６歳以上の方
�定各１０人（抽選） �内機械器具の使い方
やトレーニングの注意点 �料３００円
�持室内シューズ、トレーニングウェア
�申往復ハガキ（１人１枚）に講習名、希
望日時、住所、氏名、年齢、性別、電話番号

を書いて、６月９日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０ 東

大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６
（６７２６）１９９４

手話レベルアップ講座

�時�夜間コース	６月２５日～来年３
月１８日の金曜日午後６時４５分～８時４５

分�午前コース	７月６日～来年３月
１５日の火曜日午前９時４５分～１１時４５分

※いずれも計２０日間で日曜日に講演が

２回と開講式が６月２０日�、閉講式が
来年３月２７日�にあります。 �所市役
所本庁舎会議室 �対市内在住、在勤で
本市または他市の手話入門基礎講座を

１年以上受講・修了（同程度可）し、

手話通訳者をめざす方 �定各２０人（抽
選） �申往復ハガキに講座名、コース
名、手話の受講歴、受講動機、住所、

氏名、年齢、職業、電話番号を書いて、

６月１０日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・８５２１市役所障害者支援室

０６（４３０９）３１８４、�０６（４３０９）３８１５

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時６月４日�、７日�、１４日�午

後１時３０分～３時３０分 �対よちよち
歩きの１歳１１か月までの乳児とその

保護者 ※申込不要。

【親子ヨガ】
�時６月１４日�午前１０時～１１時 �対

２歳６か月以上の幼児とその保護者

�定１５組（抽選） �申６月２日�午後
１時～８日�午後５時に電話で ※

当選者は６月９日�に連絡。
【サークル貸し館デー】
地域の友だちを誘って、サークル

を作りませんか。 �時毎週土曜日午
後１時３０分～３時 ※月曜日と金曜

日も貸しています。 �対就学前乳幼
児とその保護者 �申電話で

◇ ◇

�所�申�問荒本子育て支援センター
０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【おでかけあかちゃん広場】
�時６月４日�午前１０時３０分～１１時

３０分 �所森河内公民分館 �対０歳児
と１歳過ぎの未歩行児とその保護者

※申込不要。

【よちよちタイム】
�時６月１４日�、２８日�午後２時３０
分～４時 �所長瀬子育て支援センタ
ー �対よちよち歩きの１歳児とその
保護者 ※申込不要。

【ベビービクスとアフタービクス】
�時６月１８日�午後１時３０分～２時

３０分 �所長瀬子育て支援センター
�対３か月～１歳前後の未歩行児とそ
の保護者 �定２５組（申込先着順）
�講ベビービクスインストラクター・
風早いつみさん �申６月４日�午後
１時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【よちよちタイム】
�時�６月７日�、１８日�午前９時

３０分～１１時３０分�２５日�午後１時３０分
～３時３０分 �対よちよち歩きができ
る１歳１１か月までの乳児とその保護

者 ※申込不要。

【親子ひろば】
隔週水曜日に親子で遊んだり、お

話したりします。 初回の�時�対�定�

６月２３日�	平成２０年１０月１日～平
成２１年４月１日生まれの乳児・１５組

�３０日�	平成２０年４月２日～平成
２０年９月３０日生まれの乳児・２０組

☆いずれも午前１０時～１１時で計５回。

初参加者を優先して抽選 �申６月７
日�～１１日�午前１０時３０分～午後５
時に電話で ※当選者は６月１６日�
までに連絡。

【あかちゃんタイム】
ママ友だちをつくりませんか。

�時毎週水曜日午後１時３０分～４時
�対未歩行の乳児とその保護者 ※申

込不要。

◇ ◇

�所�申�問鴻池子育て支援センター
０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

あさひっこ

【親子で散歩にでかけませんか】
枚岡梅林に行きます。 �時６月１１

日�午前１０時～１１時（雨天中止）
�対２歳以上でしっかり歩ける乳幼児
とその保護者 �定１０組（申込先着順）
�申６月２日�午前１０時から電話で
【親子でふれあいあそび】
�時６月２５日�午前１０時～１１時 �所
あさひっこ �対１歳までの未歩行児
とその保護者 �定１５組（申込先着順）
�申６月１１日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

※広告掲載の申込みは広告代理店（�宣成社 ０６・６２２２・６８８８）へ

いっしょにおでかけしよう
子育て支援センターの催し
※車での来場はご遠慮ください

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２２年６月１日（１１）
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市
で
は
、
食
育
の
総
合
的
な

取
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
、
食

育
推
進
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
本
市
に
お
け
る
食

の
現
状
を
示
す
と
と
も
に
目
標

値
を
定
め
、
食
へ
の
関
心
を
高

め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
に
関
す
る
活
動
を
し
て

い
る
団
体
と
連
携
し
て
食
育
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催

し
、
情
報
の
共
有
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
食
事
を
楽
し
も
う
】

平
成
２０
年
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
毎
日
家
族
の
だ

れ
か
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
す

る
割
合
が
小
学
生
で
９５
・
９
％

（
目
標
１
０
０
％
）、
中
学
生
で

７８
・
９
％
（
目
標
９０
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

食
事
は
、
体
の
栄
養
だ
け
で

な
く
心
の
栄
養
と
も
な
り
ま
す
。

家
族
が
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
す

る
こ
と
で
、
食
べ
る
楽
し
み
が

さ
ら
に
増
え
ま
す
。
家
族
そ
ろ

っ
て
食
事
を
楽
し
む
機
会
を
増

や
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
食
育
の
ヒ
ン
ト

毎
日
の
家
庭
の
食
事
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て

食
育
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
家
族
で
食
事
を
す
る
機
会

を
増
や
そ
う
】

家
族
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
、
楽

し
く
食
事
を
し
な
が
ら
「
い
た

だ
き
ま
す
」
や
「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」、は
し
の
使
い
方
な
ど
の
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
家
族
で
料
理
を
作
ろ
う
】

家
族
で
何
を
作
る
か
話
し
た

り
、
買
い
物
に
出
か
け
た
り
、

料
理
を
す
る
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
だ
け
で
な

く
、
食
材
の
知
識
や
お
い
し
い

料
理
の
作
り
方
、
手
順
、
後
片

付
け
な
ど
多
く
の
こ
と
を
知
る

機
会
に
な
り
ま
す
。

【
野
菜
を
育
て
よ
う
】

野
菜
を
育
て
る
こ
と
で
命
の

大
切
さ
や
感
謝
の
心
を
育
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
分

で
作
っ
た
野
菜
は
が
ん
ば
っ
て

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ね
ぎ
や
み
つ
ば
は
、
根
が
つ

い
て
い
た
ら
水
に
つ
け
て
お
く

だ
け
で
も
成
長
し
、
土
に
植
え

る
と
も
っ
と
育
ち
ま
す
。
ま
ず

は
、
簡
単
な
水
栽
培
な
ど
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
楽
し
く

食
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

食
育
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
ま
す
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

▽
６
月
１０
日
�
�
関
西
ス
ー
パ

ー
日
下
店
・
食
事
診
断
、体
内
年

齢
チ
ェ
ッ
ク
、パ
ネ
ル
展
示
な
ど

▽
１４
日
�
�
関
西
ス
ー
パ
ー
永

和
店
・
食
事
診
断
、
血
管
脈
波

測
定
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

▽

１８
日
�
�
イ
ズ
ミ
ヤ
若
江
岩
田

店
・
食
事
診
断
、
体
内
年
齢
チ

ェ
ッ
ク
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
パ
ズ
ル
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時

調
理
実
習
〜
か
ん
た
ん
野

菜
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー

◇
と
き

６
月
１８
日
�
午
後

１
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

中
保
健
セ
ン
タ

ー
◇
定
員

２４
人
（
申
込
先
着

順
）◇

料
金

３
０
０
円

※
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
を
持

参
。

◇

◇

保
健
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

食
育
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

健

康
づ
く
り
課

０
７
２
（
９

６
０
）
３
８
０
２
、
�
０
７
２

（
９
６
０
）
３
８
０
９

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

旬
の
野
菜
を
使
っ
て
料
理
を

作
り
ま
す
。

◇
と
き

６
月
２１
日
�
午
後

１
時
〜
４
時

◇
定
員

２０
人
（
申
込
先
着

順
）◇

内
容

お
話
と
調
理
実
習

◇
料
金

３
５
０
円

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
、
筆
記
用
具
を
持
参
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

中
保
健
セ
ン
タ
ー

０
７
２（
９
６
５
）６
４
１
１
、

�
０
７
２（
９
６
６
）６
５
２
７

食
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
全
な
心
身
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

６
月
は
「
食
育
月
間
」
、
毎
月
１９
日
は
「
食
育

の
日
」
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
『
食
育
』
に

つ
い
て
考
え
、
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

家族そろって食べるともっとおいしい

食育シンボルマーク

こ
の
ほ
ど
、
旭
町
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
・
あ
さ
ひ

っ
こ
）
が
市
役
所
旭
町
庁
舎
南

隣
に
完
成
し
、
４
月
２８
日
に
記

念
式
典
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
野
田
市
長

が
「
今
後
も
子
ど
も
を
守
る
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
子

育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
事
前
に
公
募
し
て
い
た

同
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
に
は
「
あ

さ
ひ
っ
こ
」
が
選
ば
れ
、
作
者

の
横
山
知
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
人

形
劇
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

に
よ
る
遊
戯
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
多
く
の
親
子
連
れ

は
太
陽
の
光
が
降
り
注
ぐ
建
物

の
中
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た（
写
真
上
）。

今
年
で
３３
回
目
を
迎
え
た
市

民
の
祭
典
「
東
大
阪
市
民
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
が
５
月
９
日
、
ふ

れ
あ
い
通
り
会
場
（
近
鉄
八
戸

ノ
里
駅
〜
布
施
駅
北
側
道
路
）

と
花
園
中
央
公
園
会
場
の
２
会

場
で
開
催
さ
れ
、
約
３７
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
で
は
午

前
９
時
４５
分
か
ら
、
数
十
台
の

ハ
ー
レ
ー
を
先
頭
に
河
内
音
頭
、

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り（
写
真
上
）

や
か
わ
い
い
キ
ッ
ズ
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
な
ど
計
３９
団
体
が
パ
レ
ー

ド
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ダ
ン

ス
や
吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

花
園
中
央
公
園
会
場
で
は
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
体
力
テ
ス
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
い
っ
ぱ

い
。
金
魚
す
く
い
（
写
真
右
）

や
ふ
れ
あ
い
動
物
園
に
は
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
も「
グ
リ
ー
ン
電

力
」を
使
用
す
る
ほ
か
、途
上
国

に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
に
も
参
加
す

る
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
取

組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
両
会
場
で
は
、
形
が

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
に
似
て
い
る

カ
レ
ー
パ
ン
を
本
市
の
食
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
ま
ち
お
こ
し
を
す

る
企
画
「
東
大
阪
カ
レ
ー
パ
ン

事
業
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

３
種
類
の
カ
レ
ー
パ
ン
を
販
売

し
、
盛
況
の
う
ち
に
１
８
０
０

個
が
完
売
し
ま
し
た
。

前
日
に
は
、
花
園
中
央
公
園

会
場
で
前
夜
祭
も
行
わ
れ
、
約

３
万
８
０
０
０
人
が
河
内
・
江

州
音
頭
と
花
火
大
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

今
年
の
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り

も
熱
気
に
包
ま
れ
、訪
れ
た
人
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
に
緑
を
取
り
戻
そ
う
と

４
月
２５
日
、
荒
川
小
学
校
で
植

樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
植
樹

祭
は
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な

っ
て
、
緑
化
を
推
進
す
る
た
め

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
緑
化
功
労
者
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
や
緑
化
ポ
ス
タ

ー
・
写
真
な
ど
の
入
選
者
を
表

彰
し
た
あ
と
、
荒
川
小
学
校
の

児
童
代
表
３
人
が
「
緑
の
ち
か

い
」
を
元
気
よ
く
宣
誓
し
ま
し

た
。
ま
た
、
主
催
者
と
来
賓
が

市
の
木
・
ク
ス
ノ
キ
と
市
の
花

・
ウ
メ
を
植
樹（
写
真
右
）。
式

典
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど
も

太
鼓
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
み
ど
り
基
金
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
花
と
緑

の
展
示
即
売
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

多
く
の
市
民
が
緑
の
大
切
さ
を

考
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今年も大盛況�
市民ふれあい祭りに

約４０万８，０００人が来場

６
月
は
食
育
月
間
、毎
月
１９
日
は
食
育
の
日
で
す

緑を取り戻そう

植樹祭に２，５００人が来場

地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
に

�
あ
さ
ひ
っ
こ
�が
オ
ー
プ
ン

（１２）平成２２年６月１日東 大 阪 市 政 だ よ り


